文部科学省　科学研究費補助金　特定領域研究
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身体・脳・環境の相互作用による適応的運動機能の発現

－移動知の構成論的理解－


　　　　　一般公開シンポジウム
開催日程：2006年12月1日（金）　
開催場所：理化学研究所　鈴木梅太郎ホール　http://www.riken.jp/r-world/riken/campus/wako/bldg.html
主催：文部科学省科学研究費補助金　特定領域研究（領域番号454）
身体・脳・環境の相互作用による適応的運動機能の発現―移動知の構成論的理解－
共催：独立行政法人　理化学研究所
協賛：計測自動制御学会　システム・情報部門　身体・脳・環境の相互作用による適応的運動機能の発現に関する研究会
講演プログラム：
10：00～10：20　開会挨拶　淺間　一（東京大学）　移動知研究の概要
10：20～11：00　高草木　薫（旭川医大）　「移動知の医療応用の可能性を考える」
11：00～11：40　荻原直道（京都大学）　「ニホンザル歩行運動のシステムバイオメカニクス　
－神経筋骨格モデルによる歩行知能の探求－」
11：40～12：20　近藤敏之（東農工大）　「移動知における環境適応：
リーチング運動を例とした環境認知と運動適応の神経回路モデル」
12:20～13:20　昼休み

13：20～14：20　招待講演　：伊佐　正（生理学研究所）　「サルの脊髄レベルでの皮質脊髄路損傷後の
手指の巧緻運動の回復機構に関する研究」
14：20～14：40 休憩

14：40～15：20　神崎亮平（東京大学）　「昆虫の適応脳の再構築　－in vivo脳から in silico脳へ－」
15：20～16：00　太田　順（東京大学）　　「社会的適応行動の神経機構モデリング　
―コオロギの闘争行動を対象として」
16：00～16：40　石黒章夫（東北大学）　「単純な運動機能を持つ結合振動子系から移動知を考える」
参加申し込み方法：

氏名，所属，住所，電話番号，FAX番号，電子メールアドレス，出席人数を記入の上，e-mailにて，sympo@dars.riken.jp　宛11月24日までにお申し込みください．
連絡先： 独立行政法人　理化学研究所　分散適応ロボティクス研究ユニット 川端邦明
TEL: 048-462-4955 FAX: 048-462-4950 e-mail: kuniakik@riken.jp
